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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS X 0134 規格群（システム及びソフトウェア技術－システム及びソフトウェアアシュアランス）は，

次に示す部で構成する。 

JIS X 0134-1 第 1 部：概念及び用語 

JIS X 0134-2 第 2 部：アシュアランスケース 

JIS X 0134-4 第 4 部：ライフサイクルにおけるアシュアランス 
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日本産業規格          JIS 
 X 0134-4：2024 
 (ISO/IEC/IEEE 15026-4：2021) 

システム及びソフトウェア技術－ 
システム及びソフトウェアアシュアランス－ 

第 4 部：ライフサイクルにおけるアシュアランス 
Systems and software engineering-Systems and software assurance- 

Part 4: Assurance in the life cycle 
 

序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された ISO/IEC/IEEE 15026-4 を基に，技術的内容及び構成を

変更することなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

多くの専門的な規格及び指針が，アシュアランスに関係する特定の適用分野及び事項を扱っている。そ

の際，それらに共通するテーマに対し，様々に異なる概念及び用語が使用されている。JIS X 0134

（ISO/IEC/IEEE 15026）規格群は，その標準化を可能にするものである。JIS X 0134-1（ISO/IEC/IEEE 15026-

1）は，JIS X 0134（ISO/IEC/IEEE 15026）規格群で使用される用語及び概念を提供する。 

JIS X 0134-2（ISO/IEC/IEEE 15026-2）は，アシュアランスケースの構造及び内容に対する最低限の要求

事項を定める。規格対象のアシュアランスケースは，システム又はソフトウェア製品の特性の中でも特に

重点的に扱うべく選択された特性に関する主張を扱うものである。この規格で参照されるライフサイクル

アクティビティ及びタスクの実施結果は，JIS X 0134-2（ISO/IEC/IEEE 15026-2）が規定するアシュアラン

スケースの形式で記録することが可能である。 

ISO/IEC/IEEE 15026-3 は，インテグリティレベル（IL）の概念を，対応する IL 要件（要求事項）と併せ

て規定する。IL 要件（要求事項）は，インテグリティレベル（IL）の達成を示すためには満たさなければ

ならない要件（要求事項）である。 

JIS X 0134-2（ISO/IEC/IEEE 15026-2），ISO/IEC/IEEE 15026-3 及びこの規格は全て，JIS X 0134-1

（ISO/IEC/IEEE 15026-1）に定義された概念及び用語を使用している。しかし，どの部も他の部とは独立

に適用してよく，また，どの部の利用も他の部の利用を必要としない。 

1 適用範囲 

この規格は，選択された対象システムに関する主張のアシュアランスを，その主張を達成し，その達成

を示すことによって行う際の手引及び推奨事項を提供する。手引及び推奨事項は，JIS X 0170

（ ISO/IEC/IEEE 15288 ）に基づくシステムアシュアランス  プロセスビ ュー，及び JIS X 0160

（ISO/IEC/IEEE 12207）に基づくソフトウェアアシュアランス プロセスビューの規定の中に与えられる。 


